


お赤飯って、ナゼ赤いの？

阪急交通

国
内
旅
行
は

億
円

子
ど
も
向
け
の
講
座
を

２
年
ぶ
り
リ
ア
ル
開
催

西
武
Ｈ
Ｄ

ＨＩＳ

総
販

年
比

％
減

日旅

国
内
旅
行

％
減
少

東武

総
取
扱
額
は

％
増

ＪＴＢ

旅
行
取
扱
額
は

％
減

ＫＮＴ－ＣＴ

国
内
旅
行
は

％
減

ＪＴＢ商事
宿泊施設のＣＯ　

２削減に
生ごみ処理機

国
内
出
張
が
増
加

阪
急
阪
神
Ｂ
Ｔ

総
販
は

万
円
台

阪
神
Ｔ
Ｉ

　
新
年
号
と
な
る
今
号
。
去

年
の
今
頃
、
次
に
新
年
を
迎

え
る
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く

と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
。
つ
く
づ
く
、
人
間
っ
て

無
力
だ
と
感
じ
る
。
医
療
関

係
従
事
者
の
皆
さ
ま
や
、
新

薬
開
発
な
ど
人
類
を
救
う
た

め
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
方
々

は
別
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
一

般
人
は
神
頼
み
し
か
な
い
。

少
な
く
と
も
筆
者
は
そ
う

だ
。

　
妖
怪「
ア
マ
ビ
エ
」が
一
躍

脚
光
を
浴
び
た
の
も
、
人
々

の
そ
う
し
た
心
理
の
影
響
だ

ろ
う
。同
様
に
江
戸
時
代
、天

然
痘
が
流
行
し
た
際
、
人
気

を
博
し
た
の
が「
疱
瘡

ほ
う
そ
う

絵え

」、

通
称
「
赤
絵
」
で
あ
る
。
そ

の
名
の
通
り
赤
一
色
で
摺す

ら

れ
た
版
画
が
、
護
符
代
わ
り

と
し
て
出
回
っ
た
そ
う
だ
。

疱
瘡
と
は
天
然
痘
の
こ
と
。

多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
た

り
、
失
明
し
た
り
し
た
が
、

治
療
法
は
確
立
さ
れ
て
お
ら

ず
、な
す
す
べ
も
な
か
っ
た
。

　
発
病
す
る
の
は
、
疫
病
神

に
取
り
つ
か
れ
た
か
ら
と
信

じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
疱
瘡

を
や
っ
つ
け
る
守
り
神
と
崇

め
ら
れ
て
い
た
鎮
西
八
郎
こ

と
源
為
朝
や
、
い
か
に
も
疫

病
神
を
追
い
払
っ
て
く
れ
そ

う
な
金
太
郎
や
桃
太
郎
な
ど

が
描
か
れ
た
赤
絵
を
、
家
に

貼
っ
た
り
枕
元
に
置
い
た
り

し
た
と
い
う
。
で
も
、
ナ
ゼ

赤
な
の
か
？

　
前
置
き
が
長
く
な
っ
た

が
、
コ
レ
っ
て
お
赤
飯
が
赤

い
の
と
同
じ
理
由
だ
。
赤
色

は
古
く
か
ら
邪
気
を
払
う
と

さ
れ
、
疫
病
・
災
難
除
け
に

効
果
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て

き
た
の
だ
。
古
代
、
そ
ん
な

赤
色
の
「
赤
米
」
を
蒸
し
て

神
に
供
え
る
習
慣
が
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
の
後
、
赤
米
の

生
産
量
が
減
っ
た
た
め
、
も

ち
米
に
小
豆
や
サ
サ
ゲ
を
混

ぜ
て
赤
く
染
ま
っ
た
お
赤
飯

を
、
赤
米
の
代
用
と
し
て
お

供
え
物
に
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
お
下
が
り
を

食
す
こ
と
で
、
人
間
も
邪
気

を
払
う
力
を
い
た
だ
く
と
い

う
「
神
人
共
食
」
思
想
が
あ

っ
た
。

　
武
家
社
会
の
関
東
で
は
、

皮
が
破
れ
や
す
く
切
腹
を
連

想
さ
せ
る
小
豆
で
な
く
、
皮

が
強
く
割
れ
難
い
サ
サ
ゲ
を

使
う
が
、
こ
う
し
た
こ
だ
わ

り
も
、
お
赤
飯
が
特
殊
な
パ

ワ
ー
を
持
つ
神
聖
な
食
べ
物

だ
か
ら
だ
。

　
赤
色
に
着
目
す
る
と
、
江

戸
時
代
の
人
々
が
、
疫
病
除

け
に
用
い
た
赤
い
物
は
、
他

に
も
あ
る
。
一
つ
は
「
赤
べ

こ
」
。
牛
の
形
の
赤
い
張
り

子
で
、
会
津
地
方
の
郷
土
玩

具
で
あ
る
。
起
源
に
つ
い
て

は
、
平
安
時
代
に
ま
ん
延
し

た
疫
病
を
払
っ
た
赤
い
牛
の

伝
説
、
江
戸
時
代
に
起
き
た

会
津
地
震
で
壊
れ
た
お
堂
の

再
建
の
た
め
に
活
躍
し
た
赤

い
牛
の
伝
説
な
ど
が
あ
る
。

　
赤
べ
こ
の
胴
体
に
描
か
れ

た
黒
い
点
は
、
疱
瘡
を
表
す

と
い
わ
れ
る
。
厄
除
け
の
赤

に
塗
っ
た
牛
を
玩
具
と
し
て

子
供
に
与
え
、
身
代
わ
り
に

な
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
た

よ
う
だ
。

　
達
磨
大
師
の
座
禅
姿
を
模

し
た
赤
い
「
だ
る
ま
」
も
、

江
戸
時
代
に
は
縁
起
物
と
い

う
よ
り
疱
瘡
除
け
と
し
て
の

需
要
が
高
か
っ
た
そ
う
で
、

赤
絵
の
モ
チ
ー
フ
に
も
な
っ

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
祈
願

の
際
、
左
に
黒
目
を
入
れ
、

成
就
す
る
と
右
に
も
黒
目
を

入
れ
る
風
習
は
江
戸
時
代
に

始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
「
目

無
し
だ
る
ま
」
を
買
っ
て
目

を
入
れ
る
こ
と
で
、
疱
瘡
に

よ
る
失
明
を
避
け
ら
れ
る
と

信
じ
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。

　
赤
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
厄
除
け
が
あ
る
と
分
か
っ

た
。
い
ざ
、
お
赤
飯
で
パ
ワ

ー
チ
ャ
ー
ジ
だ
！
　
コ
ロ
ナ

な
ん
か
に
負
け
な
い
ぞ
！
　

２
０
２
２
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
禍

が
収
束
し
て
、
良
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
♪

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。
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エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス

（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）
の
２
０
２
１
年


月
の
総
取
扱
高
（
グ
ル
ー

プ
６
社
）
は
、
前
年
同
月
比


・
０
％
減
（
前
々
年
同
月

比

・
５
％
減
）
の

億
１

５
６
９
万
円
だ
っ
た
。
国
内

旅
行
が
同

・
７
％
減
（
同


・
３
％
減
）
の

億
５
７

９
万
円
、
海
外
旅
行
が
同
１

７
７
・
７
％
増
（
同

・
６

％
減
）
の
７
億
６
５
０
５
万

円
。
訪
日
旅
行
は
同

・
５

％
減
（
同

・
５
％
減
）
の

４
４
８
４
万
円
と
な
っ
た
。

　
国
内
旅
行
は
、
全
都
道
府

県
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
と
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
週

末
を
中
心
に
広
告
宣
伝
を
強

化
し
た
こ
と
に
加
え
、
秋
冬

旅
を
対
象
と
し
た
「
Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
に
っ
ぽ
ん
の
旅
セ
ー

ル
」
を
実
施
し
た
こ
と
で
新

規
予
約
数
が
増
加
し
た
。

　
海
外
旅
行
は
、
日
本
国
内

に
お
け
る
水
際
対
策
に
基
づ

い
た
帰
国
後
の
待
期
期
間
が

一
部
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
る
世
界
各
国
で

の
入
国
制
限
の
継
続
や
、
日

本
で
の
海
外
渡
航
制
限
の
影

響
を
受
け
、
全
方
面
で
企
画

旅
行
の
催
行
を
中
止
し
た
。

コ
ロ
ナ
前
の
前
々
年
と
比
較

す
る
と
回
復
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

　
訪
日
旅
行
は
、
日
本
入
国

時
の
制
限
措
置
の
影
響
に
伴

い
、
引
き
続
き
新
規
入
国
者

に
対
す
る
制
限
措
置
が
継
続

さ
れ
た
こ
と
で
減
少
し
て
い

る
。

　
日
本
旅
行
の
２
０
２
１
年


月
の
販
売
実
績
は
、
総
販

売
高
が
前
年
同
月
比

・
７

％
増
（

年
同
月
比

・
６

％
減
）
の
１
７
１
億
７
８
７

１
万
円
だ
っ
た
。
国
内
旅
行

が

・
０
％
減
（
同

・
８

％
減
）
の
１
２
０
億
６
２
０

０
万
円
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
国
内
の
う
ち
団
体
は

・

９
％
増
（

年
同
月
比

・

２
％
減
）
の

億
８
０
２
７

万
円
。
一
般
団
体
（

・
０

％
増
、

億
５
０
４
６
万

円
）
、
教
育
旅
行
団
体
（


・
７
％
増
、

億
２
９
８
０

万
円
）
と
も
に
前
年
比
増
加

し
た
。

　
国
内
企
画
は

・
５
％
減

（

年
同
月
比

・
４
％
減
）

の

億
３
６
４
４
万
円
。
自

社
企
画
の
赤
い
風
船
（

・

５
％
減
、

億
３
６
４
４
万

円
）
、
他
社
企
画
（

・
４

％
減
、
４
１
７
４
万
円
）
と

も
に
前
年
か
ら
大
き
く
減
少

し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
券
、
航
空
券
、
一
般

宿
泊
な
ど
の
個
人
旅
行
計
は

９
・
８
％
増
（

年
同
月
比


・
４
％
減
）
の

億
３
５

５
万
円
。

　
海
外
旅
行
は

・
２
％
増

（

年
同
月
比

・
９
％
減
）

の
４
億
６
８
２
２
万
円
。
団

体
が
１
９
１
・
８
％
増
加
。

企
画
商
品
が

・
３
％
減
少

し
た
。
企
画
商
品
以
外
の
個

人
旅
行
は

・
６
％
増
加
し

た
。

　
国
際
旅
行
は

・
６
％
減

（

年
同
月
比

・
５
％
減
）

の
２
８
８
１
万
円
。

　
付
帯
事
業
は

億
１
９
６

７
万
円
と
、
前
年
同
月
の


万
円
か
ら
大
き
く
増
加
し

た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
総

販
が
前
年
同
期
比
０
・
５
％

増
の
１
０
２
５
億
９
１
５
９

万
円
。
こ
の
う
ち
国
内
が


・
９
％
減
の
６
５
１
億
９
５

０
７
万
円
。
海
外
が

・
９

％
減
の

億
４
７
１
２
万

円
。
国
際
が

・
１
％
減
の

６
億
３
７
６
０
万
円
。

　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
が

２
０
２
１
年

月

日
に
発

表
し
た

月
の
販
売
実
績

は
、
総
取
扱
額
が
前
年
同
月

比

・
４
％
増
の

億
６
３

６
７
万
円
と
な
っ
た
。
国
内

旅
行
は
５
・
０
％
増
の

億

６
３
７
０
万
円
と
前
年
を
上

回
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
う
ち
団
体
旅

行
は

・
２
％
増
。
種
別
で

は
一
般
団
体
が

・
０
％
減
、

教
育
旅
行
団
体
は

・
１
％

増
。
個
人
旅
行
は
企
画
商
品

が

・
２
％
減
で
、
企
画
商

品
を
除
く
個
人
旅
行
は
１
・

８
％
減
と
な
っ
た
。

　
海
外
旅
行
は

・
０
％
増

の
１
億
５
７
７
８
万
円
。
団

体
旅
行
は
１
・
３
％
増
、
個

人
旅
行
の
企
画
商
品
は
０
・

０
％
増
、
そ
の
他
の
個
人
旅

行
は
１
２
８
・
５
％
増
。

　
訪
日
旅
行
は

・
２
％
増

の
７
９
２
万
円
。
受
託
事
業

な
ど
を
含
む
そ
の
他
は
２
７

７
・
４
％
増
の

億
３
４
２

８
万
円
。

　

年
４
～

月
の
累
計

は
、
総
取
扱
額
が
１
９
７
・

８
％
増
の
４
０
１
億
０
６
７

０
万
円
、
国
内
旅
行
が

・

０
％
増
の
１
６
５
億
５
５
７

０
万
円
、
海
外
旅
行
が
７
・

４
％
減
の
７
億
３
２
１
２
万

円
、
訪
日
旅
行
が
２
９
１
０

・
７
％
増
の

億
５
４
５
６

万
円
、
そ
の
他
が
９
３
４
・

６
％
増
の
２
１
７
億
６
４
３

１
万
円
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の
２
０
２
１
年


月
の
総
取
扱
額
（
グ
ル
ー
プ

５
社
計
）
は
、
前
年
同
月
比


・
７
％
減
（
前
々
年
比


・
５
％
減
）
の
１
３
１
億
８

１
３
４
万
円
だ
っ
た
。
国
内

旅
行
が
同

・
４
％
減
（
同


・
７
％
減
）
の
１
１
１
億

２
６
３
４
万
円
、
海
外
旅
行

が
同

・
７
％
増
（
同

・

１
％
減
）の
３
５
１
３
万
円
。

外
国
人
旅
行
が
７
５
２
１
万

円
（
昨
年
度
は
１
４
６
万
円

の
赤
字
、
前
々
年
比

・
３

％
減
）
と
な
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
が
同
５
・
２
％
減

（
４
億
９
０
４
７
万
円
）
、

学
生
団
体
が
同

・
６
％
増

（

億
２
８
０
２
万
円
）
。

一
般
団
体
は
減
少
す
る
も
学

生
団
体
が
増
加
し
、
合
計
で

同

・
４
％
増
（

億
１
８

４
９
万
円
）
と
な
っ
た
。
国

内
自
社
企
画
は
同

・
９
％

減
の
６
億
１
９
７
４
万
円
、

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
内
は

同

・
２
％
減
の

億
２
０

５
８
万
円
、
合
計
で
同

・

６
％
減
の

億
５
６
２
０
万

円
。
国
内
個
人
旅
行
は
同


・
５
％
減
の

億
５
１
６
３

万
円
だ
っ
た
。

　
海
外
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
は
同

・
４
％
増
、

学
生
団
体
は
同

・
５
％
減

で
、
合
計
が
同

・
８
％
増

の
３
５
１
３
万
円
と
な
っ

た
。
海
外
個
人
旅
行
は
同


・
１
％
増
の
１
億
１
４
２
４

万
円
だ
っ
た
。

　
区
分
別
に
見
る
と
、
国
内

一
般
団
体
は
、
大
人
数
で
の

移
動
を
避
け
る
傾
向
が
続
き

前
年
を
下
回
っ
た
。
学
生
団

体
は
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
発

出
の
影
響
を
受
け
、
前
年
を

上
回
る
も
前
々
年
を
下
回
っ

た
。

　
海
外
一
般
団
体
は
、
国
際

的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
拡
大
に
よ
る
旅
行
の

中
止
や
延
期
の
影
響
が
続

き
、
前
年
を
下
回
っ
た
。
海

外
学
生
団
体
は
、
旅
行
の
中

止
や
延
期
の
影
響
を
受
け
て

取
り
扱
い
が
減
少
し
た
。
海

外
企
画
旅
行
は
、
催
行
中
止

の
状
況
が
続
き
ほ
ぼ
実
績
が

な
か
っ
た
。

　
外
国
人
旅
行
は
、
外
国
人

の
入
国
制
限
措
置
な
ど
の
影

響
を
受
け
、
前
年
を
上
回
る

も
前
々
年
を
下
回
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
２
０
２
１
年


月

日
に
発
表
し
た
グ
ル
ー

プ
会
社
９
社
計
の

月
の
旅

行
取
扱
額
は
前
年
比

・
４

％
減
（
前
々
年
比

・
８
％

減
）
と
な
る
４
７
８
億
４
９

０
０
万
円
だ
っ
た
。
う
ち
国

内
旅
行
は
同

・
１
％
減

（
同

・
２
％
減
）
の
４
５

３
億
２
５
０
０
万
円
と
な
っ

た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
を
見
る

と
団
体
旅
行
は
同
１
０
２
・

８
％
増
（

・
７
％
減
）
。

一
般
団
体
は
同
１
４
５
・
２

％
増
（

・
６
％
減
）
、
教

育
団
体
は
同

・
４
％
増

（

・
６
％
減
）
だ
っ
た
。

　
企
画
商
品
は
同

・
１
％

減
（

・
７
％
減
）
で
、
う

ち
ブ
ラ
ン
ド
「
エ
ー
ス
Ｊ
Ｔ

Ｂ
」
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ

ケ
ー
ジ「
Ｍ
ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
」

の
合
計
は
同

・
０
％
減

（

・
０
％
減
）
。
同
取
扱

人
員
で
は
同

・
５
％
減

（

・
８
％
減
）と
な
っ
た
。

　
海
外
旅
行
は
同

・
７
％

増
（

・
４
％
減
）
の

億

４
３
０
０
万
円
。
団
体
旅
行

が
同
５
・
９
％
増
（

・
６

％
減
）
、
企
画
商
品
は
同
ゼ

ロ
％
（
ゼ
ロ
％
）
だ
っ
た
。

　
国
際
旅
行
は
同
２
３
６
・

９
％
増
（

・
１
％
減
）
の


億
８
１
０
０
万
円
と
な
っ

た
。

　
２
０
２
１
年
度
４
～

月

累
計
の
旅
行
取
扱
額
は
同


・
２
％
増
（

・
３
％
減
）

の
２
４
６
８
億
２
３
０
０
万

円
。
国
内
旅
行
は
同

・
８

％
増
（

・
６
％
減
）
の
２

０
１
２
億
４
５
０
０
万
円
、

海
外
旅
行
は
同

・
９
％
増

（

・
７
％
減
）
の

億
７

５
０
０
万
円
、
国
際
旅
行
は

同
１
１
４
５
・
０
％
増
（


・
４
％
減
）
の
３
７
０
億
２

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ン
ク
ピ
ア
シ
リ
ー
ズ

　
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は

月
５
日
、
子
ど
も
た
ち

に
体
験
や
学
び
の
場
を
提
供

す
る
子
ど
も
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
西
武
塾
」
を
西
武
鉄

道
小
手
指
車
両
基
地
（
埼
玉

県
所
沢
市
）
で
開
催
し
た
。

リ
ア
ル
な
講
座
は
２
年
ぶ
り

で
、
第
９
期
生

人
と
そ
の

保
護
者
が
参
加
。
講
座
を
通

じ
て
身
近
な
乗
り
物
で
あ
る

電
車
が
常
に
安
全
、
安
心
を

最
優
先
に
運
行
し
て
い
る
こ

と
や
、
運
行
に
は
多
く
の
係

員
が
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

伝
え
た
。

　
今
回
の
「
鉄
道
の
お
仕
事

体
験
」
で
は
、
軌
陸
車
（
軌

道
と
道
路
の
両
方
を
走
れ
る

作
業
用
車
両
）
に
乗
っ
て
ト

ロ
リ
線
の
点
検
を
体
験
し
た

り
、
西
武
鉄
道
の
新
型
特
急

車
両
「
Ｌ
ａ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
（
ラ

ビ
ュ
ー
）
」
車
内
で
、
運
転

台
の
撮
影
や
非
常
通
報
体
験

な
ど
を
行
っ
た
。
塾
生
た
ち

は
、
実
際
の
車
両
や
設
備
を

使
っ
た
講
座
に
取
り
組
ん

だ
。
ま
た
、
Ｌ
ａ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ

の
乗
車
体
験
で
は
、
乗
車
し

た
ま
ま
洗
車
機
に
入
る
サ
プ

ラ
イ
ズ
企
画
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
し
た
永
山
大
成
さ
ん

（
小
学
３
年
生
）
は
「
め
っ

た
に
で
き
な
い
こ
と
を
体
験

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
ま

た
参
加
し
た
い
」
、
竹
石
茉

奈
さ
ん
（
小
学
４
年
生
）
は

「
普
通
に
電
車
に
乗
っ
て
い

る
け
ど
、
こ
ん
な
に
点
検
が

大
変
だ
っ
た
と
は
知
ら
な
か

っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
商
事
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
Ｐ
Ｉ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

（
シ
ン
ク
ピ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
、

神
奈
川
県
横
浜
市
）
と
共
同

で
、
宿
泊
施
設
の
Ｃ
Ｏ

削

減
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
Ｐ
Ｉ
Ａ
社
の
生
ご
み
処
理

機「
シ
ン
ク
ピ
ア
」シ
リ
ー
ズ

の
導
入
を
提
案
し
て
い
る
。

　
ま
さ
に
今
が
地

球
全
体
の
将
来
を

占
う
時
と
し
て
環

境
問
題
が
注
目
さ

れ
る
中
、
宿
泊
施

設
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
は
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

宿
泊
施
設
特
有
の

課
題
と
し
て
、
ご

み
の
削
減
、
特
に

大
量
の
燃
料
を
消

費
す
る
生
ご
み
の

処
理
が
あ
る
。

　
シ
ン
ク
ピ
ア

は
、
比
較
的
容
易
で
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
い
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
特
徴
は

①
脱
臭
機
や
排
気
ダ
ク
ト
が

不
要
②
コ
ン
パ
ク
ト
な
サ
イ

ズ
で
室
内
置
き
が
可
能
③
残

存
物
の
取
り
出
し
が
不
要
④

経
済
的
な
省
電
力
設
計
⑤
誰

で
も
で
き
る
簡
単
操
作
⑥
全

国
対
応
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
⑦

高
い
Ｃ
Ｏ

削
減
効
果

の

七
つ
。

　
数
種
類
の
微
生
物
の
力
に

よ
り
お
よ
そ

時
間
で
生
ご

み
を
液
状
に
す
る
。
あ
と
は

排
水
す
る
だ
け
。
高
度
な
バ

イ
オ
技
術
に
よ
り
、
生
ご
み

特
有
の
に
お
い
の
も
と
を
抑

え
て
素
早
く
処
理
す
る
。

　
操
作
が
簡
単
で
誰
に
で
も

使
い
や
す
い
。
厨
房
内
へ
の

設
置
を
可
能
に
し
た
コ
ン
パ

ク
ト
設
計
。
重
く
、
に
お
い

が
気
に
な
る
生
ご
み
を
移
動

さ
せ
る
必
要
が
な
く
、
従
業

員
の
業
務
の
軽
減
に
も
つ
な

が
る
。
ま
さ
に
宿
泊
施
設
に

最
適
な
商
品
だ
。

　
ま
た
、生
ご
み
を
運
ば
ず
、

燃
や
さ
ず
、
そ
の
場
で
処
理

す
る
こ
と
で
、
運
搬
時
や
焼

却
時
に
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ


削
減
に
も
大
き
く
貢
献
す

る
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
タ
イ
プ
か
ら

大
容
量
タ
イ
プ
ま
で
、
豊
富

な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
そ
ろ
え

て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

商
事
各
営
業
所
ま
で
。

　
阪
急
交
通
社
が
発
表
し
た

２
０
２
１
年

月
の
旅
行
取

扱
額
は

億
９
０
６
６
万
円

（
前
年
同
月
１
５
２
億
５
千

万
円
）
だ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
は

億
８
０
４

０
万
円
（
同
１
５
１
億
５
４

２
１
万
円
）
。
緊
急
事
態
宣

言
の
解
除
と
行
動
宣
言
の
緩

和
に
伴
い
、
全
方
面
で
回
復

傾
向
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、

県
民
割
を
適
用
し
た
商
品
の

広
告
展
開
を
強
化
し
た
こ
と

で
、
九
州
や
西
日
本
の
支
店

を
中
心
に
顕
著
な
集
客
増
に

つ
な
が
っ
た
。

　
「
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
事
業
が
実

施
さ
れ
た

年
や
コ
ロ
ナ
前

の

年
と
の
比
較
で
は
約


％
と
、
本
格
的
な
回
復
に
は

途
上
の
段
階
」と
し
て
い
る
。

　
海
外
旅
行
は
、
引
き
続
き

募
集
型
企
画
旅
行
の
催
行
を

中
止
し
て
い
る
た
め
、
１
０

０
８
万
円
（
同
９
５
７
９
万

円
）
と
低
調
。

　
阪
急
阪
神
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ

ベ
ル
（
Ｂ
Ｔ
）
の

月
の
取

扱
額
は
７
億
３
７
３
２
万
円

（
同
３
億
４
８
９
１
万
円
）。

国
内
旅
行
は
宣
言
解
除
に
よ

り
企
業
の
出
張
需
要
が
増
加

し
、
１
億
１
８
２
５
万
円

（
同
８
３
６
６
万
円
）
。
海

外
は
６
億
１
９
０
８
万
円

（
同
２
億
６
５
２
５
万
円
）。

　
阪
神
ト
ラ
ベ
ル
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｔ
Ｉ
）
の


月
の
取
扱
額
は
３
１
５
４

万
円（
同
１
３
０
６
万
円
）。

国
内
旅
行
は
５
６
１
万
円

（
同
２
９
６
万
円
）
、
海
外

旅
行
は
２
５
９
３
万
円
（
同

１
０
１
０
万
円
）
。


